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{自的}…紋;こ加齢に伴い免疫機能は低下し、感染に
対する抵抗力も低下する。一方で、適度な逮勤務僚は
免疫機能を高めて感染に対する抵抗力を上昇させると
考えられている。従って、加齢に伴って低下する中高
年者の免疫機能を、運動を継続的に行うことによって
改撃させることが出来るかは往留すべき滋慾である。
混在のところ、 トレーニングが中高年者のリンパ球サ
ブセットに及ぼす影響について一定した所見は得られ
ていない。また6ヶ月以下の比較的鐙期間の検討が多く、
トレーニングの効巣をより明徳に訴すためにもさらに
長期間観察する必要がある。従って本研究では、長期
間の織統的トレーニングが中潟年者のリンパ球サブセ
ットに及ぼす影響.について検討することを臼的とした。
{方法}遂動穏慣のない中高年者19名(平均年齢67.5

士 3.9議)を対象とした。対象者は、滋28のトレー
ニング教援に19ヶ丹鰐継続して参加した()~2B の教
霊きでは、 1日はレジスタンストレーニング教笈を、も
う18は持久性トレーニング教獲を行ったりトレーニ
ング憐始前、 i翁始5、12、197丹後に採血を行い、白
血縁数、リンパ球数、リンパ球サブセット (NK綴総、
T瀦稔、 Th総総、 Tc縮施、 memory申 Th総総、 NKT総線)
の各紙総数をillJ定した。各総総数の測定には、フロー
サイトメーターを用いた Three-coJor解析により行
った。{結果}白血球数、リンパ球数及びNK綴総数に
ついては、 トレ…ニング期間中、手rj，まな変動は認めら
れなかった。トレーニング開始前と比較して、 NKT
織総数は関始5ヶ丹後に、 T綴総数は開始12ヶ丹後に
有意に増加し、 19ヶ月後まで者意な増加を示したo

Th綴総数及びmemory-Th線総数は鰯始5、12ヶ丹後に
有意に増加を示した。 Tc線胞は開始12ヶ丹後まで
宥窓な変動は認められなかったが、 19ヶ月後にはト
レーニング開始前よりも者意な減少を示した。 Th/Tc
比は開始前よりも 19ヶ丹後に有意に増加した。{考察}
T鍛胞は、一般に加鈴による絢線の退織によって減少
し、中でもTh線総の減少が主繋であると考えられて
いる。中高年者が継続的にトレーニングを行うことに
よって、す線総数、特にTh細胞数が増加する可能性が
示された。また、 NKT綿胞は、 Thl綴飽及びTh2線総
への分化誘導の鱗節機能を有する線総である。継続的
トレ…ニングによってNKT総総数が鎖箸に増加した
ことから、加密告に伴う免疫系の瀦節機総低下を抑制す
る可能性を示したと考えられる。【結論]19ヶ月間の
継続的トレーニングを行った中瀦年者のT綴総数、
NKT総総数は増加したことから、継続的なトレーニ
ングは加議舎に伴う免疫機能の紙下を抑制する可能性‘が
示唆されてた。
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